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一般会計

歳入
155億

9，013万円

地方交付税
５1億１，９３７万円

３２.８％

市税
３１億９，７８７万円

２０.５％

繰入金
３億６，３８７万円

２.3％

交付金等
７億８７６万円

４.6％市債
１７億4，３６１万円

１１.２％

県支出金
１０億２，９６５万円

６.６％

国庫支出金
1９億８，４２２万円

1２.７％

繰越金
５億４３７万円

３.3％

その他自主財源
9億３，８４１万円

６.０％

９　月

定例会

　

９
月
定
例
会
を
９
月
４
日
か
ら
28
日
ま
で
の
25
日
間
の
日
程
で
開
催

し
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
認
定
ほ
か
、

報
告
３
件
、
一
般
議
案
３
件
、
補
正
予
算
11
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
６
件
、
請
願
１
件
、
議

会
案
（
意
見
書
提
出
）
１
件
は
可
決
し
、
請
願
１
件
を
継
続
審
査
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
10
名
の
議
員
、
決
算
総
括
質
疑
に
は
４
名
の

委
員
、
予
算
総
括
質
疑
に
は
１
名
の
委
員
が
質
問
に
立
ち
、
当
局
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
総
計
決
算
額
は
、
歳
入
２
３

５
億
５
９
２
５
万
円
、
歳
出
２
２

８
億
４
８
７
２
万
円
で
、
差
引
残

額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
６
億
９
７
１
４
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
１

５
５
億
９
０
１
３
万
円
で
前
年

度
対
比
１
７
億
１
４
４
１
万
円

（
12･

４
％
）
増
加
、
歳
出
総
額

は
１
５
１
億
１
２
５
１
万
円
で
前

年
度
対
比
１
７
億
４
１
１
６
万
円

（
13･

０
％
）
増
加
と
な
り
、
差

引
残
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
４
億
６
５
２
８
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公債費
10億1，423万円

6.7％

総務費
24億411万円

15.9％

民生費
43億1,272万円

28.5％

衛生費
8億7，845万円

5.8％

労働費
6，668万円

0.5％

農林水産業費
6億5，604万円

4.3％

商工費
5億5，982万円

3.7％

土木費
27億3，073万円

18.1％

消防費
6億5,288万円

4.3％

教育費
１6億5，865万円

11.0％

一般会計

歳出
151億

1，251万円

議会費
１億7，820万円

1.2％

平成 28 年度

決　算

2
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3

～～～～～～　このように使われた市のお金　～～～～～～

　平成28年度は、平成26年度に10年間のまちづくりの指針となる長井市第五次総合計画が策定されて

３年目の年でした。『みんなで創る しあわせに暮らせるまち 長井』の実現に向け、中心市街地活性化の

拠点となる観光交流センターが完成しました。また、公共施設整備のために公共施設整備基金を大幅に

増額しました。また、平野小校舎大規模改修工事、長井・致芳・伊佐沢小学校及び中学校の空調設備設

置工事や外国語指導助手派遣事業など、将来を担う子どもたちの教育環境を整備しました。

使われたお金を性質別に見てみると、

　人　件　費　21億　18万円　人事院勧告等に伴い１億2,514万円増加（対前年度比　以下同じ）

　物　件　費　18億8,704万円　観光交流センター備品購入費等により1億5,116万円増加

　補 助 費 等　18億3,469万円　置賜地域地場産業振興センター運営補助金等により5,914万円増加

　維持補修費　４億5,908万円　道路除雪経費等により1億3,390万円増加

　投資的経費　25億4,897万円　野球場改修工事、観光交流センター建設工事、平野小学校大規模改修　

　　　　　　　　　　　　　　工事、小中学校空調設備設置工事等により、7億3,014万円増加

一般会計

議会費

商工費

特別会計

総務費

土木費

企業会計
（水道事業会計）

民生費

消防費

財政調整基金

衛生費

教育費

地方交付税

労働費

災害復旧費

国庫支出金

農林水産業費

公債費

会計の中心とな

る社会福祉、教

育、保健衛生、

道路、学校施設

などの建設や維

持管理を行う会

計

議会運営や議会

だよりの発行な

どに使ったお金

商工振興や観光

物産の活性化な

どに使ったお金

特定の事業を行

う場合に、その

経理を一般会計

から明確に分け

るために設置す

る特別の会計

地域づくりや国
際交流、広報広
聴などに使った
お金

道路や街路、橋

の整備などに使

ったお金

水道事業の使用

料金の収益によ

り、その経費を

まかなう独立採

算を原則とする

特別の会計

子どもや高齢者、

障がい者などの

福祉に使ったお

金

消防団の運営や

防災資機材の整

備などに使った

お金

通常は決算の剰

余 金 を 積 み 立

て、財源が不足

した年度に使用

する預金のよう

なもの

保健衛生やごみ

処理などに使っ

たお金

学校や公民館施

設の運営、文化・

スポーツ振興な

どに使ったお金

地方公共団体間

の経済格差を少

なくするために

交付される地方

公共団体が自由

に使える財源の

こと

勤労者への貸付

や保証などに使

ったお金

台風や水害など

の被害の復旧に

使ったお金

特定の目的のた

めに使われる補

助金で、決めら

れた目的以外に

利用することが

出来ない財源の

こと

農産物の生産振

興や農地保全、

山村振興などに

使ったお金

これまでに市で

借り入れたお金

の返済に充てた

お金

項　　　　目
金　　　　額

（万円未満四捨五入）

備　　　　考

（円未満四捨五入）

市債残高（借入金・市が借りたお金） 126 億 2,097 万円 市民一人あたり 46 万 502 円

基金残高（積立金・市が貯金したお金）※財政調整基金他 23 億 4,390 万円 市民一人あたり 8 万 5,522 円

平成 28 年度末の一般会計分の市債（借入金）と基金 ※人口は、平成 29 年３月末人口：27,407 人
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　　　　　　　　　　　　　議席番号

　　　　　　　　　　　　　議員氏名
議案等名 議決

結果
反
対：賛

成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

宇
津
木　

正　

紀

浅　

野　

敏　

明

金　

子　

豊　

美

内　

谷　

邦　

彦

平　
　
　

進　

介

鈴　

木　

富
美
子

渡　

部　

秀　

樹

 

今　

泉　

春　

江

 

梅　

津　

善　

之

 

赤　

間　

𣳾　

広

小　

関　

秀　

一

 

五
十
嵐　

智　

洋

蒲　

生　

光　

男

安　

部　
　
　

隆

町　

田　

義　

昭

 

渋　

谷　

佐　

輔

認第1号　　平成28年度

　　　　　　歳入歳出決算認定について
認定 14：１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号　平成29年度 宅地開発事業特別会計

　　　　　　補正予算第1号

原案
可決

13：２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

請願第2号　憲法9条を改憲しないよう国に求め

　　　　　　る意見書提出の請願

継続
審査

９：６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○

★平成29年９月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は市議会のホームページに掲載しています。

※賛否が分かれたものについて掲載しています。○は賛成、●は反対、（請願第２号は、継続審査とすることに○は賛成、●は

　反対）、議長 ( 渋谷佐輔）は採決に加わらない。　

4

反
対
討
論
　
今
泉
春
江 
議
員

　

自
主
財
源
の
市
税
収
入
は
前

年
度
並
み
で
あ
る
が
、
差
し
押

さ
え
件
数
が
１
０
０
件
増
え
て

い
る
の
に
対
し
、
換
価
金
額
は

１
２
６
万
８
５
８
７
円
減
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
１
件
当
た
り

の
差
し
押
さ
え
金
額
が
、
少
額

の
も
の
が
増
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

滞
納
金
額
の
少
な
い
も
の
ほ

ど
相
談
収
納
は
行
い
や
す
く
、

相
談
収
納
は
、
市
民
の
納
税
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
他
の

市
町
村
と
比
較
し
て
も
長
井
市

の
差
し
押
さ
え
件
数
の
多
さ
は

問
題
で
あ
り
、
差
し
押
さ
え
で

は
な
く
、
相
談
収
納
を
徹
底
す

べ
き
で
あ
る
。

　

容
赦
の
な
い
差
し
押
さ
え
や

件
数
増
加
の
改
善
を
求
め
、
認

定
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
　
金
子
豊
美 

議
員

　

一
般
会
計
に
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
総
計
決
算
額
並
び
に
単

年
度
収
支
共
に
黒
字
と
な
っ
て

い
る
。
歳
入
は
、
市
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
前
年

度
よ
り
ア
ッ
プ
し
、
コ
ン
ビ
ニ

納
付
等
の
当
局
の
取
り
組
み
が

次
第
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

歳
出
は
、
人
件
費
や
道
路
除
雪

経
費
等
の
消
費
的
経
費
、
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
や
平
野
小
学
校

改
修
工
事
、
学
校
の
空
調
設
備

や
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
工
事
費
等

の
投
資
的
経
費
、
公
共
施
設
整

備
基
金
の
積
立
金
の
増
加
が
あ

る
が
、
施
政
方
針
に
基
づ
い
て

各
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
な
経
費
で
あ
る
。
少
子
高
齢

社
会
の
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
財
政
運

営
に
取
り
組
む
こ
と
を
願
い
、

賛
成
す
る
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
は
な
ぞ

の
保
育
園
と
す
み
れ
学
園
の
跡

地
を
宅
地
造
成
す
る
た
め
、
用

地
取
得
費
の
公
有
財
産
購
入
費

２
２
４
５
万
円
、
造
成
工
事
等

７
５
２
万
円
、
登
記
事
務
手
数

料
等
78
万
円
で
３
０
７
５
万
円

を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論
　
今
泉
春
江 
議
員

　

市
が
宅
地
を
造
成
し
販
売
す

る
こ
と
は
、
人
口
減
対
策
や
建

築
業
者
へ
の
経
済
効
果
も
期
待

で
き
、
新
築
へ
の
補
助
金
も
あ

り
、
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
じ
く
市
が
み
ず
は
の
郷
と
し

て
30
区
画
販
売
し
た
件
が
あ

る
。
市
が
直
売
で
き
る
の
に
宅

建
業
者
に
依
頼
、
宅
建
業
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
方
法
を
行
わ

ず
、
買
い
主
に
手
数
料
は
取
ら

な
い
と
し
て
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
負
担
さ
せ
、
し
か
も
、
過

大
な
手
数
料
を
宅
建
業
者
に
支

払
っ
た
。
こ
の
た
め
市
民
か
ら

平
成
28
年
度
決
算

討
論

　
本
会
議
に
お
い
て
、

採
決
の
前
に
議
題
と

な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
、
賛
成
か
反
対

か
表
明
す
る
こ
と
で

す
。

賛
成
多
数
で
認
定

平
成
29
年
度

　
　
　
宅
地
開
業
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算

賛
成
多
数
で
認
定

市
長
に
損
害
賠
償
の
訴
訟
が
行

わ
れ
て
い
る
。
訴
訟
の
結
論
が

出
て
か
ら
造
成
し
、
販
売
す
る

の
が
筋
。そ
れ
が
市
民
に
対
し
、

長
井
市
と
し
て
取
る
べ
き
誠
意

だ
と
思
い
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

宇
津
木
正
紀 

議
員

　

み
ず
は
の
郷
花
咲
き
タ
ウ
ン

宅
地
開
発
で
造
成
さ
れ
た
30
区

画
の
宅
地
は
完
売
し
た
。
い
か

に
優
良
な
宅
地
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
の
証
で
あ
る
。
住
宅
が

建
築
さ
れ
、
市
外
か
ら
９
世
帯

35
人
、
市
内
20
世
帯
75
人
が
入

居
し
、
市
外
か
ら
の
転
入
者
増

と
市
外
へ
の
転
出
者
を
防
ぐ
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の

た
び
の
計
画
地
は
、
み
ず
は
の

郷
と
道
路
を
挟
ん
で
近
く
で
あ

り
、
前
回
の
宅
地
開
発
同
様
に

人
気
に
な
る
と
思
わ
れ
、
地
元

で
も
賛
成
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
遊
休
市
有
地
の
活
用
に
も

な
る
。
宅
地
開
発
事
業
は
、
転

入
者
増
と
転
出
者
減
で
定
住
促

進
と
な
り
、
市
政
発
展
に
つ
な

が
る
。
今
後
も
良
優
な
宅
地
開

発
を
進
め
る
た
め
の
予
算
で
あ

り
賛
成
す
る
。



※司書：図書館で、図書や雑誌の収集、分類整理、目録作成、貸出業務、読書案内などを行う専門職員。
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で
き
る
も
の
か
ら
順
次

実
施
す
る

学
校
の
読
書
活
動
の

一
層
の
充
実
を
図
る

新
た
な
観
光
資
源
を
生
か
す

た
め
の
環
境
整
備
を

学
校
図
書
館
司
書
を

１
人
配
置
で
き
な
い
か

浅野　敏明

宇津木正紀

Ｑ
．
新
た
な
循
環
型
社
会
を
形
成

す
る
た
め
、
市
内
で
発
生
す
る
下

水
汚
泥
、
家
畜
排
泄
物
や
生
ゴ
ミ

な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活
用

し
、
メ
タ
ン
発
酵
発
電
に
よ
り
、

発
生
汚
泥
の
処
理
料
や
電
気
料
の

削
減
が
図
ら
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
で
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
昨
年
度
、
国
交
省
の
「
下
水

処
理
場
に
お
け
る
総
合
バ
イ
オ
マ

ス
検
討
委
員
会
」
に
参
加
し
、
本

市
に
お
け
る
利
活
用
に
つ
い
て
、

可
能
性
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
下

水
汚
泥
の
み
で
は
、
安
定
性
や
採

Ｑ
．
長
井
市
で
も
学
校
支
援
と
し

て
、
毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
市
内

小
学
校
に
図
書
館
司

※

書
を
派
遣
し
、

蔵
書
整
理
や
廃
棄
図
書
の
選
定
リ

ス
ト
作
成
、
本
の
修
理
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
で
十
分
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
年
間
を
通
じ
た

専
任
の
学
校
図
書
館
司
書
を
１
人

配
置
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
図
書
館
司
書
を
各
学
校
に
派

遣
し
て
い
る
現
在
の
ス
タ
イ
ル
で
、

学
校
の
読
書
活
動
の
充
実
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
図

書
館
で
の
司
書
の
増
員
対
応
も
、

算
性
が
得
ら
れ
な
い
結
果
で
し
た

の
で
、
将
来
的
に
し
尿
や
浄
化
槽

汚
泥
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
の
活
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Ｑ
．
三
階
滝
は
、
里
の
名
水
・
や

ま
が
た
百
選
や
日
本
一
の
滝
王
国

山
形
に
選
定
さ
れ
、
呼
応
し
た
取

り
組
み
と
し
て
、
特
化
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
ほ
か
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や

駐
車
場
を
舗
装
す
る
な
ど
の
環
境

整
備
と
、
三
淵
渓
谷
通
り
抜
け
参

拝
な
ど
の
乗
船
観
光
を
さ
ら
に
魅

力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
定
期

化
や
観
光
に
即
応
し
た
運
行
が
必

須
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
し

た
多
言
語
表
記
の
道
標
や
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
な
ど
も
含
め
、
観
光
に
即

し
た
環
境
を
整
備
す
べ
き
で
す
が

ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
三
階
滝
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
補
修
に
つ
い
て
は
、
順
次
実
施

し
ま
す
。
長
井
百
秋
湖
の
外
国
人

旅
行
客
に
対
応
し
た
観
光
に
は
、

団
体
旅
行
客
が
乗
船
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ダ
ム
周
辺

は
有
望
な
観
光
資
源
で
あ
り
、
ご

指
摘
の
多
言
語
表
記
の
道
標
や
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
市
で
は
多
機
能
図
書
館

の
建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。
新
図

書
館
の
建
設
は
、
市
民
の
図
書
館

へ
の
注
目
度
が
高
ま
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
新
図
書
館
の
活
用
を

推
進
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
図

書
館
の
開
設
と
一
緒
に
読
書
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
読
書
条
例
の
制
定
は
、
本
市

に
お
け
る
「
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
と
い
う
点
か
ら
も
効
果
的

施
策
だ
と
思
い
ま
す
。
読
書
に
対

す
る
市
民
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
新
し
い
図
書
館
建
設

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
市
で
は
、
平
成
20
年
か

ら
３
か
月
健
診
時
に
絵
本
と
バ
ッ

ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
に
も
う
一
度
絵
本
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
プ
ラ
ス
事
業
」
を
行
う
考

え
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
北
海
道
恵
庭
市
の
よ
う
に
、

た
と
え
ば
１
歳
６
か
月
児
健
診
の

際
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ス
は
、
取
り
組

み
と
し
て
大
切
で
あ
り
、
検
討
す

べ
き
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

ブックスタートプラスで読み聞かせの推進を 「里の名水・やまがた百選」に選定された「三階滝」
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今
後
検
討
す
る
中
で

可
能
性
を
探
っ
て
い
く

実
施
の
方
法
な
ど
を

検
討
す
る

観
光
振
興
事
業
に
お
け
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ

の
施
策
は

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で

朝
市
を
開
催
し
て
は

Ｑ
．
防
災
ラ
ジ
オ
の
全
戸
配
布
が

難
し
い
現
状
で
、
災
害
情
報
が
届

か
な
い
世
帯
へ
の
伝
達
方
法
は
ど

う
な
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
ラ
ジ

オ
が
正
し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
確
認
は
行
う
の
で
す
か
。

災
害
時
に
聞
こ
え
な
か
っ
た
で
は

問
題
と
な
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
Ｓ

※

Ｎ
Ｓ
を
媒
体
と
す
る
情
報

伝
達
と
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
伝

達
で
対
応
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
設

置
に
関
し
て
は
、
毎
月
の
試
験
放

送
で
確
認
し
、
未
設
置
の
方
に
は

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
な
お
、
同
報
系
行
政

防
災
無
線
の
整
備
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

物
産
、
軽
食
に
比
べ
直
売
所
の
売

上
げ
が
厳
し
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
、登
録
者
以
外
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
週
１
回
朝
市
を

開
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。
毎

週
行
事
が
あ
れ
ば
人
は
集
ま
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
ま
た
、
直
売

品
が
少
な
く
な
る
11
月
か
ら
３
月

ま
で
の
品
ぞ
ろ
え
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
朝
市
は
、
集
客
力
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
方
法
や
頻
度
、

生
産
者
や
出
展
者
と
の
調
整
を
検

討
し
ま
す
。
冬
場
は
、
ハ
ウ
ス
園

芸
の
作
付
増
、
市
場
か
ら
の
仕
入

れ
、
加
工
品
、
飲
食
部
門
の
強
化

で
対
応
し
ま
す
。

Ｑ
．
最
上
川
河
川
緑
地
整
備
事
業

で
、
今
回
計
画
し
た
隣
の
畑
地
約

６
５
０
０
㎡
に
つ
い
て
も
、
道
の

駅
近
く
の
堤
防
か
ら
最
上
川
を
見

る
景
観
を
考
え
る
と
、
早
急
に
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
支
障
木
に
つ
い
て
は
、
国
交

省
に
要
望
し
て
お
り
、
畑
地
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
川
に
親
し
む
広
場
や

散
策
路
、
歴
史
と
自
然
に
触
れ
合

う
空
間
整
備
等
を
検
討
し
ま
す
。

　道の駅脇堤防より最上川を望む インバウンド観光誘致のための台湾訪問

鈴木富美子

内谷　邦彦

Ｑ
．
長
井
市
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

受
け
入
れ
る
の
な
ら
、
滞
在
型
観

光
に
す
る
た
め
に
、
空
き
家
等
を

利
用
し
て
、
希
望
す
る
市
民
の
方

が
民
宿
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
を

開
業
で
き
る
よ
う
に
、
市
で
資
格

を
取
る
た
め
の
助
成
を
し
て
は
ど

う
で
す
か
。
ま
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
皆
さ
ん
の
移
住
定
住
に

も
生
か
せ
る
よ
う
に
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
民
泊
は
観
光
客
の
滞
在
時
間

が
延
び
、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

民
泊
施
設
は
旅
館
業
法
等
の
許
可

が
必
要
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
り
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
は

多
額
の
費
用
が
必
要
で
、
今
後
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
を
検

討
す
る
中
で
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
．
長
井
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
料
金
は
、
他
の
市
町
村
と
比
べ

る
と
安
く
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
安

心
し
て
働
け
る
こ
と
を
評
価
し
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と
充
実

を
図
る
た
め
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
間

の
連
携
や
支
援
員
の
交
流
、
学
校

や
保
護
者
と
の
連
携
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。ま
た
、

中
央
学
童
ク
ラ
ブ
、
特
に
北
学
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
数

に
対
し
て
、
支
援
員
の
人
数
は
十

分
で
す
か
。

Ａ
．
学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
交
流

は
、
年
２
回
の
情
報
交
換
会
な
ど

に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
学
校
と
の

連
絡
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
保

護
者
を
含
め
て
の
連
絡
会
も
必
要

に
応
じ
て
実
施
し
ま
す
。
支
援
員

に
つ
い
て
は
、
１
ク
ラ
ス
２
人
の

基
準
の
と
こ
ろ
３
人
配
置
し
て
お

り
ま
す
が
、
児
童
の
状
況
な
ど
必

要
に
応
じ
て
加
配
し
ま
す
。
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指
定
管
理
者
へ

ご
意
見
を
伝
え
る

基
本
計
画
策
定
の
中
で

最
適
な
場
所
を
検
討

道
の
駅
の
授
産
施
設

手
数
料
の
軽
減
を

学
校
給
食
共
同
調
理
場
は

市
北
部
に
整
備
す
べ
き

平　　進介

金子　豊美

Ｑ
．
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
、

今
の
場
所
に
は
建
設
で
き
な
い
と

の
観
点
か
ら
、
敷
地
候
補
地
と
し

て
中
心
市
街
地
以
外
の
場
所
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
あ
か
し
あ
産
業
団
地
内
や

周
辺
も
含
め
、
西
根
、
致
芳
を
中

心
と
し
た
市
北
部
に
整
備
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
調
理
場
は
、「
工
場
」
扱
い
と

な
る
こ
と
か
ら
現
在
の
敷
地
に
建

設
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
理
後

２
時
間
以
内
に
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
場
所
の
選
択
も
重
要
で
す
。

今
後
、
基
本
計
画
等
策
定
の
中
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
幼
児
教
育
の
提
携
に
つ
い
て
、

保
護
者
か
ら
の
要
望
が
多
く
あ
る

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
幼
児

給
食
の
目
的
、
対
象
年
齢
、
施
設

等
、
幼
児
給
食
の
範
囲
は
現
在
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
子
ど
も
の
健
全
な
食
習
慣
等

の
形
成
を
目
的
に
、
２
歳
か
ら
５

歳
児
を
対
象
と
し
て
、
致
芳
・
西

根
・
平
野
・
豊
田
・
伊
佐
沢
の
各

児
童
セ
ン
タ
ー
の
幼
児
と
職
員
を

対
象
に
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
公
共
施
設
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
施
設
の
外
観
や
デ
ザ
イ
ン

も
大
切
で
す
が
、
多
く
の
市
民
が

心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
建
設
後

の
維
持
管
理
経
費
だ
と
思
い
ま
す
。

建
設
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

設
計
の
段
階
か
ら
特
に
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

Ａ
．
建
物
の
計
画
か
ら
取
り
壊
し

ま
で
の
ト
ー
タ
ル
の
費
用
で
あ
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
、

中
で
も
建
設
後
に
か
か
る
費
用
の

縮
減
は
必
須
で
あ
り
、
計
画
段
階

か
ら
検
討
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

移設改築が待たれる共同調理場 道の駅に並ぶ授産施設の商品

Ｑ
．
道
の
駅
「
か
わ
の
み
な
と
長

井
」
か
ら
土
手
に
登
っ
て
も
、
見

渡
す
限
り
畑
な
ど
で
、
名
称
か
ら

く
る
イ
メ
ー
ジ
と
程
遠
い
と
感
じ

ま
す
。
訪
れ
た
方
の
意
見
を
も
と

に
河
川
敷
の
整
備
を
進
め
、
他
の

道
の
駅
と
違
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で

川
そ
の
も
の
を
生
か
せ
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
一
般
事
業
者
と
同
じ
20
％

と
な
っ
て
い
る
授
産
施
設
商
品
の

販
売
手
数
料
に
つ
い
て
、
一
生
懸

命
作
業
を
行
っ
て
い
る
入
所
者

の
工
賃
に
、
少
し
で
も
向
け
ら

れ
る
よ
う
軽
減
を
図
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
ご
指
摘
の
と
お
り
、
道
の
駅

の
名
称
と
周
辺
環
境
の
イ
メ
ー
ジ

の
相
違
に
つ
い
て
の
ご
意
見
が
一

番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
手

数
料
な
ど
の
よ
う
な
細
か
い
部
分

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
一

任
し
て
い
ま
す
が
、
ご
意
見
を
指

定
管
理
者
側
へ
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
昨
年
４
月
か
ら
地
方
公
務
員

に
も
導
入
さ
れ
た
人
事
評
価
制
度
。

こ
れ
ま
で
の
「
勤
務
評
定
」
か
ら

「
人
事
評
価
」
へ
と
、
い
わ
ば
、

人
を
育
て
な
が
ら
組
織
を
活
性
化

し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。
中
で
も
、
人
事
評
価

制
度
の
「
目
標
管
理
」
と
「
日
常

的
な
指
導
」
が
大
事
に
な
り
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
運
用
し
徹
底
を

図
り
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ
．
事
務
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
日

常
的
な
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を

も
と
に
、
部
下
の
行
動
に
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
指
導
、
助
言
、
そ
し
て

褒
め
る
こ
と
を
行
い
な
が
ら
、
や

る
気
、
気
づ
き
を
引
き
出
し
ま
す
。

評
価
者
と
被
評
価
者
が
同
じ
視
点

で
の
評
価
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
よ
う
に
、
管
理
職
も
補
佐
職

以
下
の
職
員
も
研
修
を
行
い
ま
す
。
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用
地
な
ど
を
基
本
計
画

で
検
討
中

市
の
負
担
が
劇
的
に

増
え
る
こ
と
は
な
い

新
市
庁
舎
は

グ
ン
ゼ
所
有
地
に

国
保
都
道
府
県
単
位
化

に
つ
い
て

今泉　春江

五十嵐智洋

Ｑ
．
新
市
庁
舎
の
建
設
場
所
は
、

総
合
的
に
判
断
し
て
グ
ン
ゼ
所
有

地
に
決
定
す
べ
き
で
す
。
同
所
に

市
庁
舎
、
付
属
建
物
、
来
庁
者
駐

車
場
を
建
設
し
、
隣
接
す
る
山
形

鉄
道
用
地
を
市
職
員
駐
車
場
に
利

用
す
る
構
想
が
最
適
で
す
が
、
市

長
の
考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

　

グ
ン
ゼ
内
の
石
碑
、
樹
木
等
を

保
有
、
活
用
し
「
グ
ン
ゼ
公
園
」

の
名
称
で
市
民
い
こ
い
の
場
を
造

る
な
ど
、
グ
ン
ゼ
長
井
工
場
の
歴

史
を
残
し
て
長
く
称た

た

え
る
こ
と
を

提
案
し
、
市
に
有
利
な
条
件
で
土

地
を
譲
渡
願
え
な
い
か
協
力
を
依

Ｑ
．
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
税

を
決
め
る
仕
組
み
が
変
わ
り
、
財

政
運
営
は
市
町
村
か
ら
、
県
に
移

行
し
ま
す
。
国
保
加
入
者
は
44
・

１
％
が
無
職
の
方
で
あ
る
と
厚
労

省
報
告
が
あ
り
、
制
度
変
更
で
保

険
税
が
上
が
る
の
で
は
と
の
懸
念

が
あ
り
ま
す
。
県
単
位
化
に
よ
り

保
険
税
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う

可
能
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。
国
保
は
社
会
保
障
と

し
て
、
受
診
す
る
権
利
、
健
康
に

な
る
権
利
、
生
き
る
権
利
を
保
障

す
る
た
め
の
公
的
医
療
保
険
で
す
。

保
険
税
を
納
付
で
き
ず
資

※

格
証
明

頼
す
べ
き
で
す
。

Ａ
．
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
、

建
設
場
所
や
規
模
等
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
敷
地
条
件
や
建
物
の
面

積
・
階
数
、
建
物
の
形
状
が
配
置

に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
ず
、
用

地
を
決
定
し
、
規
模
等
を
精
査
し

て
基
本
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　

グ
ン
ゼ
に
は
歴
史
が
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
お
願
い
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
８
月
末
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
よ
り
Ｊ

※

ア
ラ
ー
ト
が
作

動
し
国
民
を
恐
怖
に
陥

お
と
し
い

れ
ま
し
た
。

市
の
指
定
避
難
所
は
自
然
災
害
対

応
で
、
安
全
保
障
上
の
緊
急
時
を

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に
見

直
し
、
民
間
施
設
に
も
協
力
依
頼

す
る
な
ど
、
暴
挙
に
備
え
市
民
の

安
全
を
守
る
べ
き
で
す
。

Ａ
．
国
民
保
護
計
画
に
お
け
る
避

難
所
は
、
県
知
事
が
指
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
保
護

に
お
け
る
深
刻
か
つ
重
大
な
脅
威

の
際
に
は
一
分
一
秒
を
争
う
対
応

が
必
要
で
す
の
で
、
再
度
の
打
合

せ
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
民
間

施
設
は
、
一
時
的
な
受
け
入
れ
も

含
め
、
可
能
で
あ
れ
ば
依
頼
す
る

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
が
交
付
さ
れ
、
病
院
に
か
か
れ

ず
命
を
落
と
す
悲
劇
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
井
市
で
の
資
格
証

明
書
交
付
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
市
が
国
保
税
の
必

要
額
を
算
定
し
、
国
保
税
率
の
検

討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
度

は
県
が
算
定
す
る
納
付
金
に
よ
り

国
保
税
を
算
定
し
ま
す
。
医
療
費

水
準
の
差
異
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
、
市
の
負
担
が
劇
的
に
増

え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

県
に
よ
る
算
定
の
過
程
、
結
果
に

対
し
、
意
見
で
き
る
よ
う
市
の
現

状
の
把
握
を
進
め
て
い
ま
す
。
資

格
証
明
書
は
、
公
平
性
を
欠
か
な

い
よ
う
や
む
な
く
交
付
。
入
院
な

ど
は
相
談
に
よ
り
、
命
の
危
険
が

及
ば
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
市
道
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い

市
所
有
の
道
路
の
管
理
は
市
が
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。
除
雪
な

ど
、
環
境
が
大
変
な
と
こ
ろ
ほ
ど

市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

Ａ
．
平
成
23
年
に
市
道
認
定
基
準

を
改
定
し
て
い
ま
す
。
除
雪
道
路

に
認
定
し
て
い
な
い
生
活
道
路
は
、

安
全
確
保
の
た
め
、
規
程
を
設
け

除
雪
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市民にとって身近な公立置賜長井病院 新築移転が計画されている市庁舎
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水はけが良くない南中学校のグラウンド新市庁舎建設は土地代が安く将来性のある場所にすべき

利
便
性
・
安
全
性
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討

新
体
制
で
耕
作
放
棄
地

対
策
や
農
業
振
興
を
図
る

農
業
の
情
勢
に
合
わ
せ
て

制
度
の
改
革
が
必
要

新
市
庁
舎
建
設
は
将
来
世
代

に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に

赤間　𣳾広

梅津　善之

Ｑ
．
農
業
委
員
の
選
任
方
法
が
変

わ
り
、
長
井
市
で
も
新
し
く
16
名

の
農
業
委
員
が
選
任
さ
れ
、
農
業

委
員
会
の
体
制
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

市
内
を
見
れ
ば
、
南
の
方
に
商

店
や
住
宅
地
が
開
発
さ
れ
、
整
備

さ
れ
た
農
地
が
農
地
以
外
に
転
用

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
変
わ

り
ゆ
く
農
業
の
情
勢
に
合
わ
せ
て

制
度
の
改
正
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

都
市
計
画
用
途
地
域
内
の
農
地
の

考
え
方
、
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の

対
策
や
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興

の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

Ｑ
．
平
成
33
年
３
月
末
に
完
成
を

予
定
し
て
い
る
新
市
庁
舎
整
備
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。
新
市
庁
舎
建
設

予
定
地
は
、
長
井
駅
周
辺
と
新
聞

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
民
に

よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催
す
る
前

に
発
表
す
る
こ
と
は
、
結
論
あ
り

き
の
検
討
委
員
会
に
な
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。
公
共
複
合
施
設
を

駅
周
辺
に
建
設
す
る
こ
と
は
理
解

し
ま
す
が
、
補
助
率
が
20
％
の
市

庁
舎
建
設
は
、
土
地
代
の
安
い
場

所
、
将
来
に
伸
び
し
ろ
の
あ
る
場

所
に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

Ａ
．
用
途
地
域
内
の
農
地
転
用
に

強
い
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
耕
作

放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能

か
困
難
か
に
分
け
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
農
業
振
興
は
関
係
機
関

へ
の
意
見
提
出
や
、
市
農
林
行
政

と
の
連
携
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
結
果

が
職
員
一
人
一
人
に
反
映
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
的
確
に
把

握
し
て
職
員
の
や
る
気
を
引
き
出

せ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
重
要
に
な
る
の
は
、
目
標
設

定
も
含
め
た
面
談
で
す
。
上
司
と

部
下
が
お
互
い
に
同
じ
視
点
、
目

線
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

業
務
を
通
し
て
素
直
に
話
し
合
う

こ
と
で
や
る
気
も
出
る
し
、
成
果

も
上
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
各
小
、
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
水
は
け
や
表
土
の
状
況
を
見

る
と
、
順
次
改
修
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
長
井
小
、
西
根
小
、
南
中
、

北
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
水
は
け
が

悪
く
表
土
が
粘
性
化
し
て
い
る
状

況
で
し
た
が
、
他
は
比
較
的
良
好

で
し
た
。
今
後
計
画
的
に
整
備
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
．
基
本
計
画
策
定
支
援
の
委
託

事
業
者
を
決
定
し
、
基
本
計
画
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
庁
舎

の
場
所
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

利
便
性
・
安
全
性
・
早
期
性
・
経

済
性
・
法
的
手
続
き
・
各
種
計
画

の
整
合
の
視
点
か
ら
検
討
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
最
近
、
家
庭
菜
園
を
さ
れ
て

い
る
方
々
か
ら
、
動
物
に
荒
ら
さ

れ
て
困
っ
て
い
る
と
切
実
な
相
談

を
受
け
ま
し
た
。
農
業
者
に
対
し

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
方
々
に
も
何
ら

か
の
手
助
け
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
タ
ヌ
キ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど

の
駆
除
は
県
知
事
へ
の
捕
獲
申
請

が
必
要
で
あ
り
、
申
請
手
続
き
の

指
導
、小
型
箱
わ
な
等
の
必
要
性
、

捕
獲
後
の
処
分
に
関
す
る
こ
と
等

を
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
無
年
金
救
済
法
に
よ
り
新
た

に
年
金
が
い
た
だ
け
る
市
民
の
方

は
何
人
で
す
か
。

Ａ
．
現
在
、
市
内
の
対
象
者
は
55

人
で
、
７
月
末
に
は
36
名
の
方
が

申
請
済
み
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
米
沢
年
金
事
務
所
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
対
応
を
続
け
ま
す
。
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長
井
大
江
線
十
日
町
交
差
点

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
は

介
護
職
の
魅
力
発
信
が
必
要

五
十
嵐
智
洋
委
員　

介
護
職
員
の

な
り
手
を
増
や
す
た
め
の
策
と
し

て
、
介
護
人
材
育
成
事
業
の
制
度

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
28
年
度
の
就

職
奨
励
金
受
給
者
数
、
初
任
者
研

修
受
講
者
の
進
路
を
伺
い
ま
す
。

厚
生
参
事　

就
職
奨
励
金
は
男
性

４
名
、
女
性
４
名
、
計
８
名
で
す
。

初
任
者
研
修
は
長
井
市
民
が
対
象

で
６
名
が
受
講
し
、
そ
の
後
４
名

が
介
護
施
設
、
１
名
が
障
が
い
者

施
設
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

委
員　

支
援
制
度
の
効
果
が
少
し

ず
つ
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

平成 29 年 11 月１日発行 ながい市議会だより  〈第119号〉

宇
津
木
正
紀
委
員　

平
成
32
年
度

ま
で
大
き
な
公
共
施
設
整
備
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

事
業
の
執
行
と
財
政
運
営
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長　

次
の
３
点
に
特
に
留
意
し

て
適
正
な
事
業
の
執
行
と
財
政
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。
①
公
共
施
設

整
備
計
画
に
沿
い
事
業
を
進
め
る
。

②
補
助
率
が
有
利
な
事
業
を
選
ぶ
。

③
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
る
。

委
員　

橋
の
長
寿
命
化
修
繕
事
業

は
、
補
助
率
が
６
割
の
事
業
で
す

が
、
今
後
の
補
修
工
事
は
ど
の
よ

う
に
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

建
設
参
事　

ま
ず
、
老
朽
化
し
て

い
る
30
橋
を
10
年
以
内
に
補
修
工

事
す
る
計
画
で
す
。今
後
50
年
間
、

工
事
費
を
１
年
４
０
０
０
万
円
で

進
め
る
予
定
で
す
。

委
員　

大
卒
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業
の
内
容
と
成
果
は
ど
う
で
す
か
。

産
業
活
力
推
進
課
長　

長
井
商
工

会
議
所
に
業
務
委
託
し
、
求
人
企

業
16
社
を
掲
載
し
た
大
卒
求
人
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
大
学
等
に
配
布
し
、
企
業

見
学
会
等
も
行
っ
た
結
果
、
大
卒

20
人
、
短
大
卒
４
人
が
企
業
７
社

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

大卒求人ガイドマップ

蒲
生
光
男
委
員　

全
国
で
４
１
０

万
㌶
の
土
地
が
所
有
者
不
明
と
の

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
公
共
事
業
に
も
支
障
を
来
す

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
し
た
が
、

登
記
は
義
務
で
は
な
く
50
年
間
も

そ
の
ま
ま
と
い
う
例
も
あ
る
と
の

こ
と
。
相
続
放
棄
し
た
財
産
の
管

理
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
も
そ
も

相
続
放
棄
は
可
能
か
、民
法
で
は
、

全
員
が
放
棄
す
れ
ば
主
の
な
い
財

産
「
無
主
物
」
と
さ
れ
、
国
庫
に

帰
属
す
る
、
と
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
う
な
る
に
は
お
金
が
か
か

り
、
予
納
金
30
万
円
か
ら
１
０
０

万
円
を
払
い
相
続
財
産
管
理
人
を

選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
売
れ

な
い
財
産
は
金
が
か
か
る
だ
け
で
、

換
価
価
値
の
な
い
財
産
は
管
理
責

任
が
残
り
、
放
棄
が
成
立
し
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
。

市
長　

相
続
に
つ
い
て
は
ケ
ー

ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
、
空
き
家

に
つ
い
て
も
、
身
寄
り
が
全
く
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
法
的
に
最
終
的

に
は
国
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
で
な
い
場
合
は
、

個
人
の
財
産
放
棄
は
多
分
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
市
が
引

き
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

浅
野
敏
明
委
員　

山
形
県
事
業
の

長
井
大
江
線
十
日
町
交
差
点
改
良

工
事
の
進
捗
を
伺
い
ま
す
。
ま
た

都
市
計
画
道
路
の
植
樹
桝
は
目
的

に
沿
っ
て
維
持
管
理
す
べ
き
で
は
。

建
設
課
長　

長
井
大
江
線
十
日
町

交
差
点
改
良
工
事
は
、
県
単
独
事

業
と
し
て
今
年
度
測
量
設
計
、
来

年
度
に
用
地
買
収
と
工
事
着
手
予

定
で
す
。
都
市
計
画
道
路
の
植
樹

桝
の
管
理
基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
県
・
市
の
道
路
に
お
い
て

も
よ
り
よ
い
管
理
に
努
め
ま
す
。

委
員　

観
光
情
報
発
信
の
た
め
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
ガ
イ
ド
東
北
」

を
最
新
の
情
報
に
更
新
し
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長　

今
後
情
報
の
発
信
を
長
井

観
光
局
に
一
元
化
し
、
多
く
の
観

光
客
が
置
賜
に
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

委
員　

里
の
名
水
・
や
ま
が
た
百

選
の
三
階
滝
、
三
淵
渓
谷
乗
船
場

や
や
ま
が
た
百
名
山
熊
野
山
な

ど
、
ダ
ム
周
辺
観
光
の
道
標
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
環
境
を
充
実
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長　

道
標
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

改良予定の十日町交差点

10

将
来
の
公
共
施
設
整
備
事
業
に

対
し
て
の
適
正
な
財
政
運
営
を

財
産
の
相
続
放
棄
は
可
能
か

決

算

特

別

委

員

会

総

括

質

疑
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市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
よ
り
わ

か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
ま

た
、
議
会
で
の
議
論
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
一
般
質
問
の
最
初
の
質
問

か
ら
一
問
一
答
で
行
う
方
式
を
導
入

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
井
市
議
会
の
一
般
質

問
は
、
一
括
し
て
質
問
し
一
括
し
て

答
弁
を
行
っ
た
後
、
再
質
問
か
ら
は

一
問
一
答
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
と
め
て
（
一
括
し
て
）
質
問
す
る

た
め
、
質
問
全
体
の
趣
旨
が
わ
か
り

や
す
い
反
面
、答
弁
も
ま
と
め
て（
一

括
し
て
）
行
う
た
め
、
質
問
と
答
弁

に
時
間
差
が
あ
り
、
傍
聴
者
に
は
わ

か
り
に
く
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
議
会
運
営
委
員
会
を
中
心
に
検

討
を
重
ね
、
平
成
28
年
12
月
定
例
会

か
ら
の
試
行
期
間
を
経
て
、
本
格
的

な
導
入
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
従
来
の
一
括
質
問
・
一

括
答
弁
方
式
と
併
用
し
、
議
員
が
ど

ち
ら
か
を
選
択
し
て
質
問
し
ま
す
。 

内
谷
邦
彦
委
員　

昨
年
の
９
月
補

正
で
予
算
化
さ
れ
、
実
現
性
を
探

生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
な
が
い

推
進
事
業
に
つ
い
て

予

算

特

別

委

員

会

総

括

質

疑

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に

は
、
若
い
人
が
優
秀
な
地
場
産
業

に
勤
め
て
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
が

必
要
で
す
。
契
約
社
員
な
ど
の
非

正
規
雇
用
の
方
が
介
護
職
で
正
職

員
に
な
れ
ば
所
得
が
上
が
り
、
納

税
、
消
費
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、

進
学
等
で
長
井
を
離
れ
て
も
地
元

に
戻
り
た
い
若
者
に
介
護
職
の
魅

力
を
伝
え
る
努
力
が
必
要
で
す
。

市
長　

介
護
施
設
は
育
児
休
業
制

度
も
整
い
、
経
営
側
の
努
力
と
勤

務
す
る
方
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
中
学
、
高
校
の
進
路
指
導
時

の
正
し
い
情
報
提
供
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
を
検
討
し
ま
す
。

る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
今
回
は

基
本
構
想
策
定
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
報
告
書
を
見
る
と
調
査
対
象

人
数
や
年
齢
が
当
初
の
説
明
と
違

っ
て
い
ま
す
が
な
ぜ
で
す
か
。

福
祉
あ
ん
し
ん
課
長　

ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
ふ
る
さ
と
長
井
会
を
対
象

に
し
た
た
め
に
違
っ
て
い
ま
す
。

委
員　

対
象
者
の
年
齢
構
成
が
60

歳
代
以
上
の
方
が
80
％
で
は
、
移

住
・
定
住
の
調
査
と
し
て
の
回
答

が
偏

か
た
よ

る
可
能
性
は
な
い
で
す
か
。

福
祉
あ
ん
し
ん
課
長　

ご
指
摘
は

ご
も
っ
と
も
と
思
い
ま
す
。

委
員　

移
住
・
定
住
に
は
、
雪
の

問
題
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

厚
生
参
事　

ふ
る
さ
と
長
井
会
を

対
象
と
し
た
た
め
雪
の
問
題
は
触

れ
ず
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

委
員　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
重

要
な
議
案
で
す
。
今
後
の
進
め
方

は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

市
長　

議
会
と
も
議
論
し
、
お
互

い
勉
強
し
合
い
な
が
ら
進
む
べ
き

道
を
定
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○補正予算第４号　補正予算総額２億６, ７８４万円

・ふるさと納税事業　4,446 万円

　　（長井小学校第一校舎の改修利活用事業への寄附等に係る経費）

・市営バス運行事業　888 万円

　　（市営バス老朽化による新車両の購入費用）

・生涯活躍のまち・ながい推進事業　202 万円

　　（「生涯活躍のまち・ながい」実現に向けた基本構想策定の経費）

・子どものための教育・保育給付事業　4,555 万円

　　（保育士等の処遇改善費用の負担金等）

・協働のまちづくり支援事業　653 万円

　　（地区等が実施する維持修繕事業に対する機械借上料や原材料費）

・定住促進住宅整備事業　3,908 万円

　　（旧財務省官舎「長井住宅」購入費用及び修繕、工事費用）

・就学支援事業　389 万円

　　（小中学校入学前に必要な費用を助成するための扶助費等）

老朽化により更新する西根バス

旧財務省官舎「長井住宅」

一
般
質
問
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

選
択
制
に
よ
る
「
一
問
一
答
方
式
」

本
格
導
入
へ
〜
９
月
定
例
会
か
ら
〜

■一般会計補正予算の事業の概要
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常任委員会活動報告
　常任委員会では、付託された議案や請願の審査をして

います。所管事務等を詳しく調査するために実施した現

地踏査（市内視察）について報告します。関係者のみな

さまに説明等ご協力いただきありがとうございました。

総
務
常
任
委
員
会

 

９
月
12
日

　

長
井
小
学
校
第
一
校
舎
の
耐
震
・
免
震
工

事
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
、
市
公
共
施
設
整

備
課
か
ら
建
物
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
昭
和
８
年
に
建
設

さ
れ
た
木
造
２
階
建
て
で
、
完
成
後
80
年
以

上
が
経
過
し
全
国
的
に
も
非
常
に
希
少
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断

の
結
果
、
大
地
震
で
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、平
成
30
年
12
月
ま
で
の
工
期
で
耐
震
・

免
震
工
事
を
行
い
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
順

次
供
用
を
開
始
し
、
同
年
４
月
に
本
格
オ
ー

プ
ン
の
予
定
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

厚
生
常
任
委
員
会

 

９
月
14
日

　

８
月
末
で
改
修
が
済
ん
だ
緑
が
丘
斎
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
昭
和
58
年
完
成
以
来
、
34
年

間
で
最
も
大
規
模
な
改
修
で
約
６
０
０
０
万

円
を
か
け
、
内
容
は
、
冷
暖
房
設
備
の
更
新

や
控
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
壁
や
天
井
の
張
り

替
え
な
ど
、
夏
の
暑
さ
対
策
と
暗
さ
の
改
善

が
主
で
す
。
さ
ら
に
自
動
ド
ア
工
事
や
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
、
ト
イ
レ
洗
面
台
の
手
す

り
設
置
な
ど
、
使
い
や
す
さ
も
配
慮
さ
れ
ま

し
た
。
控
室
は
洋
室
化
さ
れ
、
３
つ
の
部
屋

に
は
そ
れ
ぞ
れ
４
台
の
テ
ー
ブ
ル
と
24
脚
の

椅
子
が
設
置
さ
れ
、
緑
が
丘
斎
場
が
生
ま
れ

変
わ
っ
た
と
実
感
。
市
民
か
ら
は
「
明
る
く

な
っ
た
」
と
評
判
も
上
々
で
す
。

文
教
常
任
委
員
会

 

９
月
13
日

　

長
井
小
学
校
第
一
校
舎
耐
震
改
修
等
工
事

現
場
で
工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
今
後

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
代
の
丘
資
料
館
で
、
古
代
の
丘

関
連
施
設
と
古
代
の
丘
資
料
館
用
地
と
し
て

現
在
借
用
し
て
い
る
借
地
契
約
の
経
緯
や
借

地
料
の
根
拠
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
に
、

現
地
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
六
角
堂
屋
根
塗

装
や
水
飲
み
場
の
劣
化
状
況
が
わ
か
り
、
修

繕
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
長
者
屋
敷
遺

跡
の
復
元
さ
れ
た
四
本
柱
等
、
今
後
の
活
用

方
法
を
し
っ
か
り
と
検
討
す
べ
き
文
化
財
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

産
業
・
建
設
常
任
委
員
会 

 

９
月
15
日

　

大
雨
の
影
響
に
よ
り
修
復
が
必
要
な
川
原

沢
地
内
の
林
道
黒
附
線
現
場
を
踏
査
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
市
が
助

成
し
て
い
る
伊
佐
沢
地
内
の
醸
造
用
ぶ
ど
う

園
は
、
作
付
け
を
し
て
か
ら
約
５
年
。
収
穫

を
待
つ
ブ
ド
ウ
が
た
わ
わ
に
実
り
、
生
産
者

の
思
い
や
苦
労
が
伝
わ
る
圃
場
で
し
た
。

　

能
率
機
械
製
作
所
で
は
、
超
高
速
精
密
加

工
、
超
精
密
鍛
造
加
工
を
可
能
に
す
る
プ
レ

ス
機
械
の
製
造
現
場
を
視
察
し
、
硬
貨
製
造

機
な
ど
の
最
先
端
技
術
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
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人　

事

な
が
い
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

（◎委員長　○副委員長）

吉よ
し

田だ

　
重し

げ

成な
り  

さ
ん 

（　

宮　

）

鈴す
ず

木き

與よ

三さ
ぶ

郎ろ
う  

さ
ん 

（
寺　

泉
）

鈴す
ず

木き

　
榮え

い

一い
ち

 

さ
ん
（
台　

町 

）

菅か
ん

野の

　
光み

つ

昭あ
き

さ
ん
（
川
原
沢
）

石い
し

山や
ま

　
泰や

す

子こ  

さ
ん 

（
四
ツ
谷
）

船ふ
な

山や
ま

　
祐ゆ

う

子こ

 

さ
ん
（
今　

泉 

）

　

国
登
録
有
形
文
化
財
指
定
の
長
井

小
学
校
第
一
校
舎
の
耐
震
化
工
事
で

校
舎
全
体
を
１
２
０
㎝
持
ち
上
げ
る

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
が
行
な
わ
れ
、
完

成
後
は
、
学
校
施
設
か
ら
「
学
び
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
拠
点
施
設
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
市
で
は
、
こ

の
ほ
か
、
多
機
能
型
図
書
館
を
併
設

し
た
複
合
施
設
や
市
庁
舎
の
建
設
な

ど
公
共
施
設
の
整
備
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
整
備
等
に
係
る
議
会
で

の
議
論
や
広
く
議
会
活
動
を
本
紙
面

で
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。（
Ｓ
・
Ｔ
）

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
（
８
７
）
０
８
１
２

　　　　◎渡部　秀樹　　浅野　敏明　

　　○平　　進介　　　　　　内谷　邦彦

金子　豊美　　　　　　　　　　　鈴木富美子

◎請願の提出期限は、11月17日（金）の予定です。

◎すべての会議を傍聴できます。正式な日程は、市議会

　のホームページなどでご確認ください。

長井市議会ホームページ 長井市議会 検索

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
は
、
社
会
保
障
、

被
災
地
の
復
興
支
援
や
災
害
へ
の

備
え
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通
の

維
持
な
ど
拡
大
す
る
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
中
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
確
保

も
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
い

か
に
地
方
財
政
を
確
立
し
地
方
創

生
を
成
し
遂
げ
る
か
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
の
政
府
予
算
、
地

方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
国

民
生
活
を
犠
牲
に
す
る
財
政
と
す
る

の
で
は
な
く
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確

に
見
積
も
り
、
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
要
望
し
、
所
要

の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
求
め
ま
す
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済

産
業
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

質問内容などを市のホームページで事前にお知らせして

います。

インターネットによる議会中継も実施しています。

議会傍聴にお越しください

13

編

集

後

記

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

３
名
の
市
政
功
労
者
の
表
彰

に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

同
意

請　

願

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
方
請
願

（
請
願
者
　
連
合
山
形
置
賜
地
域

　
協
議
会  

議
長
　
深
瀬
裕
介
氏
）

採 

択11月 20

2120 22

23 24 25

23

文教

定例会招集告示

常任委員会協議会

厚生 産業・建設

26 28 1

3 4 5 6 7 8 9

11

12月

12 13 14 15 16

17

10

18 19

議会運営

委員会

本会議

（一般質問）

本会議

（一般質問）

予算

本会議（開会）

決算特別委員会

次回　12月定例会の予定

22

29 30

全員協議会

27 2

総務

本会議

（一般質問）

文教 厚生 産業・建設

常 任 委 員 会

21

予算

特別委員会

本会議

（表決・閉会）

土金木水火月日

常任委員会協議会

総務

常任委員長会

憲
法
９
条
を
改
憲
し
な
い
よ
う

国
に
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

（
請
願
者
　
西
置
賜
革
新
懇
話
会

　
代
表
世
話
人
　
今
泉
義
憲
氏
）

継
続
審
査

意
見
書
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「
市
民
と
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

長
井
市
議
会
で
は
地
方
分
権
の
時
代
に
地

方
議
会
が
担
っ
て
い
る
役
割
（
団
体
意
思
の

決
定
機
能
・
執
行
機
関
の
監
視
機
能
な
ど
）

を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
た
め
、
議
会
改
革

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
５
年
前
か
ら
、

市
民
参
加
と
情
報
公
開
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
を
目
的
に
、「
市
民
と
市
議
会
と
の
意
見

交
換
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
議
会
活
動
や
定
例
会

の
内
容
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
提
言
を
直
接

お
伺
い
し
て
、
議
会
審
議
や
議
会
運
営
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
以
下
の
日
程
・
会
場
で
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

◇
内
容

　

１
．
議
会
報
告　

　
　
　

６
月
、
９
月
定
例
会
の
焦
点
、

　
　
　

平
成
28
年
度
決
算
の
概
要

　

２
．
意
見
交
換　

　
　
　

市
政
、
議
会
運
営
、
地
区
の
課
題
等

日　時 会　場 対象地区 担当班 時　間

１１月 ６ 日㈪

平野地区公民館 平野地区 １班

午後７時から

８時30分まで

交流センターふらり

（旧勤労センター）
中央地区 ２班

１１月 ７ 日㈫

豊田地区公民館 豊田地区 １班

伊佐沢地区公民館 伊佐沢地区 ２班

１１月 ８ 日㈬ 致芳地区公民館 致芳地区 ３班

１１月１０日㈮ 西根地区公民館 西根地区 ３班

　

上
段
で
ご
案
内
し
て
い
る
「
地
区
別
意
見
交
換
会
」
の

ほ
か
に
、市
民
団
体
等
と
個
別
に
「
分
野
別
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
て
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

分
野
別
意
見
交
換
会
は
、

　

政
策
立
案
・
政
策
提
言
等
に
関
す
る
特
定
の
案
件
や

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
で
す
。

　

教
育
、
文
化
、
保
健
、
福
祉
、
産
業
等
の
分
野
ご
と
に

行
い
ま
す
の
で
、
常
任
委
員
会
等
の
必
要
に
応
じ
て
開
催

す
る
ほ
か
、
市
民
団
体
等
の
要
請
に
応
じ
て
随
時
開
催
し

ま
す
。

　

意
見
交
換
会
開
催
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

※
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局　

℡
（
87
）
０
８
１
２

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

お

知

ら

せ

　対象地区以外の会場でも参加でき

ます。都合の良い日にお出でくださ

い。

　なお、下記のとおり３班体制で実

施しますので、各地区の地元議員が

お伺いするとは限りません。

★１班（平野地区、豊田地区）

　◎安部　隆、宇津木正紀、

　　鈴木富美子、小関秀一、

　　五十嵐智洋

★２班（中央地区、伊佐沢地区）

　◎蒲生光男、浅野敏明、

　　金子豊美、渡部秀樹、

　　赤間𣳾広

★３班（致芳地区、西根地区）

　◎町田義昭、内谷邦彦、

　　平　進介、今泉春江、

　　梅津善之

※◎は班代表者、議長（渋谷佐輔）

　は全ての班を統括する。

寄り合い等

お集まりに

合わせて

昨
年
度
の
様
子

（
西
根
地
区
公
民
館
）



項目

氏名

調査       

研究費
研修費 広報費 広聴費

要請・陳

情活動費
会議費

資料     

作成費

資料     

購入費
人件費 合計額 返還額

宇津木正紀 150,876  150,876  0

  浅野　敏明  5,400 41,820  74,232  121,452  0

金子　豊美    29,024  30,000  73,128  132,152 0

内谷　邦彦     29,024 23,935  52,959  67,041

平　  進介    14,228  48,600  58,968  121,796 0

   鈴木富美子 29,024   44,000  27,000  32,400  132,424  0

渡部　秀樹    73,820 49,680 50,000 173,500   0

今泉  春江 69,200 85,680 154,880 0

    梅津  善之  30,000  91,352  121,352  0

  赤間  𣳾広  22,859  31,150  8,100 10,839 47,728  120,676 0

 小関　秀一  73,820 30,240  40,728 144,788   0

五十嵐智洋    29,024  85,920 114,944   5,056

  蒲生　光男 70,808 79,000 149,808 0

安部　　隆 ※政務活動費の交付申請をしていません。 0 0

町田　義昭 59,820  4,433  49,351 113,604 　  6,396

渋谷　佐輔     22,859 31,128 40,728 94,715 25,285

合計額 329,082 105,390     522,839 0 0 0 348,080   594,535 0 1,899,926 103,778

調査研究費 議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費  

研修費 議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費

広報費 議員が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費  

広聴費 議員が行う住民からの市政及び議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費  

要請・陳情活動費 議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費

会議費 議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

資料作成費 議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費

人件費 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

■支出項目の説明（政務活動費を充てることができる経費の範囲）

（単位：円）
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政　務

活動費

平成28年度　 収支報告総括表

　議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、地方自治法及び市条例に基づき、

政務活動費を交付しています。議員は、収支報告書に収支内訳書や視察報告書、領

収書を添付して議長に報告しています。これらの書類については、議会事務局にお

いて閲覧や情報公開請求による公開をしていますが、より透明性を高めるために、

今年度（平成 28 年度分）から市議会ホームページでも公開しています。

対象期間：平成28年４月～平成29年３月／交付の時期：前期（４月～９月）分は４月、後期（10月～翌３月）分は10月

交付金額：議員1人当たり月額10,000円／残額がある場合は、翌年の4月30日までに返還
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この議会だよりは、議員の自主編集により発行しています。

文化・産業等の市民交流を観光交流へ　

　８月７～ 11日、市日中友好協会会員を含め12

人で友好都市中国双鴨山（そうおうざん）市を

訪問しました。

　中国屈指の穀倉地帯にあり、中国の大半の食

糧生産を担う地域柄、その歴史や担い手育成の

施設視察等を通じ、当地の発展の息吹を肌で感

じました。友好30周年に向け、互いの暮らしの

安定と今後の市民交流の継続を確認できた視察

・交流でした。（S・K）

置賜地域の豊かな自然に感謝

　9月16日、さわやかな秋晴れの下、おきたま森

の感謝祭2017が古代の丘で開催されました。県

民参加の森づくりを推進するもので、地域の森

林・林業推進の功績者や、緑化運動標語・ポスター

原画コンクールの入賞者の表彰のほか「森づく

りリレー旗」の引き継ぎなどが行なわれました。

出
典
『
長
井
の
文
化
財
』

　

一い
ち

面め
ん

三さ
ん

目も
く

六ろ
っ

臂ぴ

の
木
彫
り
の
座
像
で
、
県
内
で
も
数
少
な
い

木
彫
り
の
仏
像
の
一
つ
で
す
。

　

日
輪
を
表
す
赤
い
円
光
を
背
に
、
頭
に
は
獅
子
冠
を
い
た
だ

き
、
全
身
赤
色
で
、
三
つ
目
に
腕
が
６
本
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

手
に
五ご

鈷こ

杵し
ょ

・
蓮れ

ん

華げ

・
鈴
・
弓

き
ゅ
う

箭せ
ん

な
ど
を
持
ち
、
赤あ

か

蓮れ
ん

華げ

の
台

座
に
座
っ
て
い
ま
す
。

　

目
を
開
き
、
髪
は
逆
立
っ
て
激
し
い
怒
り
の
相
を
表
わ
し
、

玉
眼
の
配
点
な
ど
は
真
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

仏
体
に
用
い
ら
れ
て
い
る
金
具
な
ど
か
ら
見
て
、
京
仏
師
の

作
で
、
彫
刻
様
式
な
ど
か
ら
総
合
す
る
と
、
南
北
朝
時
代
頃
の

作
品
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

16

　

江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
紬
（
つ
む
ぎ
）
問
屋

「
山
清
（
や
ま
せ
い
）」
の
蔵
を
改
修
し
１
９
９

１
年
に
開
館
。
京
都
の
庭
園
に
学
び
、
１
０
０

本
ほ
ど
を
植
樹
。
赤
、
黄
、
緑
の
美
し
い
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
が
趣
の
あ
る
庭
園
を
彩
っ
て
い

る
。
今
の
時
期
は
上
を
見
上
げ
れ
ば
も
み
じ
の

ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
た
か
の
よ
う
に
赤
に
覆
い
尽

く
さ
れ
、
下
を
見
れ
ば
可
愛
ら
し
い
も
み
じ
の

絨
毯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週　

金
・
土
・
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
見

に
行
か
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

や
ま
せ
蔵
美
術
館
の
紅
葉

わ

だ

い

長井市の文化財

おすすめの風景

■
木も

く

造ぞ
う

愛あ
い

染ぜ
ん

明
み
ょ
う

王お
う

像ぞ
う

（
九
野
本
）
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